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有用海謀養殖企業化試験

/;1a 
担当⑧主任研究員高橋邦夫

技 師青山禎夫

I 目的

本県の有用海藻をとりあげ，経済効果を高めるための養殖技術を追求し，養殖業の安定化を図

る。

E 調査内容

1 )調査期間

2) 調査場所

3) 調査項目

昭和 43年?月'"4 4年 5月

八戸市大久喜，西郡鯵ケ沢

イ.外海養殖試験

ロ.種苗室内培養試験(予備試験)

4) 調査方法

イ.養殖施設は第 1図のとおりで，大久喜 11月30日，鯵ケ沢 11月?日に，種糸を巻付に

よって分散，設置した。用いた種苗は，易関間の養殖コンブ(北水研の早期収獲用室内培養

種苗によったもの)を母藻として， 9月 18日採苗し，水試室内で冷却培養したもので，分

散時の芽の大きさは 2抑以下のものて・あった。生長調査は大久喜2月 10日， 3月26日，

鯵ケ沢 2月 18日， 3月 30日の 2回，大型葉体長5ケ体を計測した。

ロ.大久喜港防波堤から採取した，ホソメコンブを母藻として 12月2日，スライドグラスに

クレモナ糸を巻いたものを基質として採苗し， 1 2月8El，次の培養液区分で，水温 1日~

1 1 Vに保ち，エアレ-i/ヨンをおこなって培養を開始した。使用水槽は 41-入れガラス角

パットで， 3 1-の海水を入れ， 1 0日毎に全量を換水した。

培養液区分

水槽番号 培養液 添加量(∞/1-)

vユライパー液

2 心/ユライパー液十A lCC十 10Tfl'，l 各

々
5 A 1 (fil脅

4 B液 0.5α; 口口 r
添

5 シユライノ」放十政変P工液 1 CC十 10 CC 加

6 無添加(対照区)
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改変PI液 (~a. 2EDTA) 5fllCj 
l 三‘、ーー一 〆

i FeC守主)-1$ 0.0抑

MnC~!え 0.1 2胃l'J

1CC中 cZniS04 SO". 0.01fl1穆 A…ーノリフード

。oC12. ('斤ρi 0.003111:1 B液……アトニツクヨンコ
、、;;>

CuSO 4 C.{!:i九 0.001 2v亨杢

E 調査結果

イ.大久喜地先

\I:I 3BO~ じ3 ちろ'3 0.6mlj 

(NH4) 6MO 7 0 2 4 

「ノVH"')t1"¥ 0"0，， <./ 

0.0 fl11<J 

本地先には5ケ統の施設を設置したが，水平50 mの施設は芽付が極めて悪く，文，垂下式

では，.2月 10臼調査で芽付はやh悪いが着生していたものが， 3月26白調査時には，垂下

毅綱が幹絹に絡んで.千切れた葉体が若干残っている程度で，殆んど流失していた。 ζれは3
月5日の大きな時化によるものと考えられる。水平 30mの施設は比較的芽付もよく，生長調

査も継続した結果が得られたので，とれについてみると次のとおりであった。

、調査ご月¥些¥甘1区¥き区~ー…分宜
11 '0 15 "0 室 温

長 i 巾 長 巾 長 巾

75.7cm! 1 
cm cm E悦 Clll cm 

2. 1 0 署 8.9 一 一
3. 26 158.0 15.2 56.6 10.1 53.0 9.2 

一一一一一 」ー

0鯵ケ沢地先

本地先には水平30m施設 1ケ統を設置し，との胞設に垂下隅 3mもの 5本， 8 mもの 1本

を垂下し，垂下，水平の混合型とした。なお. 2月 10臼に 4mもの 1本を垂下したが， ζれ

には，大久喜産ホソメコンプを母藻とした種糸を 20 c1ll巾で8OC71l毎に巻付けた。 1月 15日

から 24日にかけての時化で，同漁場に設置されていたワカメ養殖施設がずれて本施設に絡み，

水平養殖の一部が擦れ，蓑殖条件の等しいものについての比較はできなかったが，結呆は次の

とおりであった。

~さ
11 '0 15 cO 亙ぎ 温

ーー一一r-

長 巾 長 巾 長 巾

C官L Clll Cl1t ClIl C冒L CJ/l 

2. 18 29.8 4.1 80.6 6.6 94.8 5.6 

3. 3日 125.6 16.3 1 72.0 13.0 197.8 9.6 

註 1 1 Dは垂下網養殖深度3.3のもの
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大久喜産の生長は 5月 30日の調査では，養殖深度 2mで長 22.5C1It巾2.OClll，同5，mで長

宇.8C1/t巾1.9c1Itであった。

ロ.生長議室長結果は次のとおりであった。

調査
1. 7 1. 19 2. 12 

月日

区分

水槽出
締 要 長 巾 務 要 長 巾 締 要

ト一一
溜邑 鉱耳 噛範 種目E 時7A 噂車

仮根伸長 i細胞の枯死な
027 0.14 ケイソク多し 0.69 0.46 8.6 2β し

糸状緑藻着生

ケイソク多し 細胞の枯死し
2 0.31 0.17 糸状緑藻着生 。却 0.63 7.4 1.9 た倒体が20%

位あり

糸状緑滅多数 細胞の枯死若干し
5 0.31 0.18 着生 日β6 0.53 92 2.5 たものが

あり，葉面に
ケイソク着生

配{時k多湿
4 幼芽発芽せず

ケイソク少い
一ー一回一』 ト一一一一一ー

幼芽の形がや ケイソク践状 色最も濃く，

や細長い に幼芽の上を 細胞の枯死し
5 0.3110.14 1.00 0.40 

覆っている
12.1 2.4 たものなし，

先端にケイソ
ク着生

トー一 一一
ケイソク少い 地 1-5に比 アメ色で色悪

ι 030 日.16 1.06 0.59 
ぺ色が薄い

3.0 1:0 
いが小さいた

めか枯死した

級胞なし

No.4は 1月6IJ以降Jf:抱体の発芽がみられないため，次の培養液に換えた

( A 5呼νユライパー 1CC 改変P 1液 5∞)/.2-

- 2Q1 -

2. 26 

長 巾 摘 要

駕且 鵡摺

ところどと

17.0 32 ろに枯死し

た細胞あり

18313.4 11 

色極めて薄

20~ 3.1 く枯死寸前

とみられる

5β 0.5 

色良く枯れ

たものなし
40β 63 

色薄く，生

4.6 1.0 
長も惑い



]¥1考察 /〆3弘
イ.本調査は養殖の途上にあるため何等の結論も得られないが，生長についてみると，前年より

かなり下動ており(前年 5月下旬では 3m以上に達している〉この原因は種苗が場培養中

に順調に生育していないことにあるものと思われる。培養水温汚ijの生長をみると，大久喜地先

では 11"0培養が最もよく， 1 5"0室温培養がかなり遅れているが，鯵ケ沢地先ではこれと全

3J石主主砂立養が最もよく， 15"0， 11"0培養の}i員となっているo しかし，生長崎は大
久喜ほど大きくはない。このような現象は沖出し時の水温の差異によるものか，環境条件にあ

るものか明らかでないが，本年度のように芽付の惑い状態では，充分検討を加えることは困難

でありこれらの点については，今後調査したい。

施設の耐波性についてみると，垂下式は垂下綱の長さが 6mのものでも幹綱は絡んでおり，な

お調査の必要はあるが，危倹性は大きいと考えられる。長さ 3mの場合は，これまでの観察か

ら，太平洋，日本海とも全く実用性がないとみられる。今後は生長，芽付，末枯れ，乾燥歩留

等の調査をおとなう予定

ロ.これまでワカメ，コンブ等の室内培養額苗は仮縞或いは分散後に芽落ちする現象が各地でみ

られているが， これは室内培養技術に起因することが多いと考えられるところから，健苗育成

の目的で本試験をおこなった。一般に室内培養では νュライパー液或いは，尿素等が栄養塩

として添加されているが，この場合，幼芽が 2-5棚に達すると枯死することが多く，微量金

属の添加によって，これら褐藻類の健苗育成の可否を検討した。 6区分の生長をみると， NU5 

(νュライパー液+改変P1液)が最もよい生長を示し，色も最良であった。次いで， Nu 3， 

2， 1が同程度の生長を示し，陶5の 1/2の葉長で，色はや』薄く，葉面の不定部分の細胞

が枯死して透明になった個体もみられた。地6は生長が甚しく遅れ色も極めて不良であった。

今回の試験は時期的に遅れたため，沖出し後の生長については調査できなかったが，室内培養

中の観察から，健箇育成について，一応の見通しが得られた。仮植時の幼芽の大きさは 1cm以

下であるところから，トむ5の培養液で充分種苗生産は可能であり，今後は沖出し後の生長状況

と，必、製最少限の栄養塩の種類について検討したいと考えている。又，幼芽の大きさが 1棚程

度までの生長をみると，殆んど差がないので，芽胞体の発芽後に添加しても充分ではないかと

思われるが，この点も今後調査する予定である。
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第 1図 養殖施設図
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